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環境マネジメント  

   自己評価凡例：○達成　△目標設定がないなど活動に不足がみられる　×是正（見直し）が必要 

当社では、全社の環境保全活動の推進と取りまと

めを環境対策推進部が担っています。目標は事業所

ごとに設定し、環境保全活動に取り組んでいます。 

2004年度に引き続き2005年度は、「環境に配慮し

た製品の開発、製造、販売」、「全社環境マネジメント

システム構築の推進」、「環境への取り組み状況の

積極的な情報開示」に重点をおき、環境活動を推進

した結果、下表の通り概ね目標を達成することができ

ました。その理由は、目標を達成するための実行計画

の進捗管理を担当部署が行うとともに、EMS事務局

及び内部環境監査のチェックも加わり、活動を推進

する仕組みが効果的に機能したことによります。 

今後は、2006年度から運用を開始した全社環境マ

ネジメントシステム及び全社環境目的・目標 　　を定

着させ、環境負荷の低減と同時に利益を創出できる

ように取り組んでいきます。 

対応ページ 自己評価 2005年度実績 2005年度施策と目標 環境保全活動 環境項目 

地球温暖化防止 
 
 
 

省エネルギー 
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環境配慮設計 
 

グリーン調達の推進 
 

グリーン購入の推進 
 

 

 

 

 

 

 

 

環境汚染リスク管理 

物流におけるCO2削減 
 
 
 

生産事業所における省エネルギー 
 
 

 
 
 

製品出荷用梱包材の使用量削減 

産業廃棄物の埋立処分量の
削減 
 

使用済み製品の回収、リユース・ 
リサイクル 

 
 

有害化学物質の使用制限（RoHS)
指令対応 

環境に配慮した原材料・ 
部品の調達 

環境に配慮した物品の購入 
 

 

 

 

 

 

 

 

PRTR対象物質の使用量削減 
 
 
 
 

環境負荷発生施設機器の維持管理 

40.１％シフト（達成）  
CO2排出量15%削減（達成） 
 
 

13.3%削減 
 
 

インク側4.3%削減  
マスター側6.9%削減 
 

33％（梱包材130ｔ削減に相当） 

埋立処分率0.7%（達成） 
 
 

回収実績　409ｔ 
（2004年度比5%増加） 

回収実績　1,528ｔ 
（2004年度比21%増加） 

使用中止の見込み 
 

2006年2月に発行（達成） 
 

96.1%（達成） 
 
 
 
 

49.7% 
 
 
 
 
 
 

40.5%削減（達成） 
 
 
 
 

遵守（一部是正処置実施） 

モーダルシフトの推進 
宇部出荷のトラック便のうち、500km
以上の輸送を35%以上シフトし、CO2
排出量を2004年度比10％削減する 

［筑波事業所］ 
電力使用量を2006年3月末までに
2001年度比10%削減する 

［宇部事業所］ 
電力使用量を2006年3月末までに
2002年度比10%削減する 

リターナブルパレットの使用率向上 

［筑波事業所］ 
2006年3月末までに埋め立て処分量を
総排出量の1％以下にする 

使用済みインクボトルの回収・リサイクル 
 

使用済みデジタル印刷機の回収・ 
リサイクル 

2006年6月までに6物質の使用を中止
する 

2005年度にグリーン調達基準書を 
発行する 

［筑波事業所］ 
製造工程、品質確認及び実験以外で使用
する、紙、文房具、機器類（オフィス家具）
及びＯＡ機器のグリーン製品の購入率を
2006年3月までに93％以上にする。 

［宇部事業所調達管理課］ 
当事業所にて購入する事務用品に占める
環境配慮品の購入比率を件数ベースで
前期実績（2004年4月～2005年3月）
48.1％から今期（2005年4月～2006
年3月）は6ポイント向上させ54.1％に
引き上げる 

［筑波事業所］ 
事業活動で使用するＰＲＴＲ法対象物質（混
合物に含まれたもの）の総使用量削減 
目標値：2006年3月末までに20％（2003
年度比）削減する 

自主基準値による監視・測定の継続実施 
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        中期経営計画 
『Riso Vision 07』基本方針 

1.新規商品開発の加速と開発体制の

強化・充実 

2.孔版事業の更なる拡大への挑戦 

3.新規インクジェット事業の確立 

4.低コスト・在庫圧縮を実現する生

産物流体制の構築 

5.将来の発展を牽引する人材開発の

実施 

6.法令の遵守及び環境に配慮した企

業運営 

●環境マネジメントシステム 

PDCA（Plan －Do －Check －Action）

のサイクルを回すことにより、環境負

荷を継続的に低減していくための管

理の仕組み。 

解 説 

解 説 

Web

2005年度実績の評価と今後の課題 

2005年度の活動実績 

「Data & Topics編」に 
より詳しい情報を 
掲載しています。 

対象範囲： 筑波事業所（開発技術センター含む）、霞ケ浦事業所、宇部事業所の主な活動実績を示しています。
但し、使用済み製品の回収・リサイクルについては国内営業拠点の活動実績です。 

●全社環境目的・目標 
　P7

理想科学は、2004年度から始まる中期経営計画『Riso Vision 07』　　において、 

「法令の遵守及び環境に配慮した企業運営」を基本方針のひとつとして制定しました。 

これを実現するために、理想環境憲章及び環境行動指針に則り、施策を立案し実施しています。 

目標と実績 

Web

http://www.riso.co.jp/eco/pdf/eco2006/dt_parts/07.pdf



